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要旨

地球上で用いられる生命概念は、細胞、化学代謝、自己維持、複製、ダーウィン進化など、現

在知られている地球生命の特徴を中心に形成されている。しかし、既知の生命例が地球生命に

限られる以上、その定義を宇宙全体へ無条件に一般化することには認識論的な限界がある。本

稿は、生命を存在の一分類ではなく、絶対的な時間的進行の中で移動・状態変化・相互干渉を

行う存在様式として再構成する「宇宙尺度生命論」を提案する。この枠組みでは、宇宙全体を

一つの生命的活動と捉え、人間、惑星、恒星、光などを、その異なる空間尺度・時間尺度にお

ける局所的な活動形態とみなす。また、自己の意識だけが直接与えられ、他の意識は作用を介

して推定されるという「他我」の非対称性を出発点に、すべての実在が固有の意識的側面を持

つ可能性を形而上学的公理として導入する。さらに、観測者と対象の尺度差を表す尺度指標を

提示し、人間には静止、瞬間、無機的現象としてしか見えない活動が、別の尺度では生命的過

程でありうるという研究仮説を示す。本稿の目的は、既存科学との優劣を競うことではなく、

生命研究の観測対象を地球生物学的範囲から拡張する新しい見え方と、今後検討可能な研究課

題を提示することである。

キーワード：生命の定義、宇宙尺度、相互干渉、汎生命論、汎心論、他我、尺度差、惑星生

命、光、科学哲学

1．はじめに

「何が生きているのか」という問いは、通常、地球上の生物を識別する問題として扱われ

る。NASAが紹介する代表的な作業定義は、生命を「ダーウィン進化が可能な自己維持的化学

システム」と表現しているが、同時にそれが既知の地球生命の特徴に基づくことも明示されて

いる（NASA Astrobiology Program, n.d.）。この定義は生命探査の実務上有効である一方、

生命一般の最終的な存在論を保証するものではない。

Cleland and Chyba（2002）は、地球上の生命しか十分に知られていない段階で、生命の

本質を定義によって固定することの危険を指摘した。Cleland（2019）はさらに、未知の生命

を探索するためには、既知の特徴を列挙する定義よりも、生命の普遍理論を発展させる必要が

あると論じている。本稿もこの問題意識を共有するが、対象を化学的生命候補に限らず、惑

星、恒星、光、重力的相互作用を含む宇宙規模の活動へ拡張する。

本稿が提示するのは、実験によって確立済みの新物理理論ではない。生命の見え方が観測

者の尺度に依存するという哲学的枠組みと、その枠組みから派生する研究仮説である。した
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がって本稿は、現代科学の予測能力を否定するのではなく、科学が用いる生命・非生命、物

質・力、主体・客体という区別を、宇宙規模の存在論として再検討する。

2．問題設定：地球規模の生命概念は宇宙規模に通用するか

2.1　既知の生命例に由来する局所性

生命の一般的定義は、地球における化学、生態、進化の観察から作られている。細胞、遺

伝、代謝、恒常性、自己複製は、地球生命を記述する上で重要である。しかし、それらが生命

の本質なのか、地球環境で生命が採用した一つの実装方式なのかは区別されなければならな

い。唯一の既知例から普遍条件を抽出すると、未知の尺度・媒体・時間周期を持つ生命を、観

測前から排除する危険がある。

この問題は単に地球外生物の組成に関するものではない。人間が生命と判断しやすいの

は、人間の行動周期に近い速度で、境界、応答、成長、衰退を示す対象である。対象の変化が

人間より極端に遅ければ静物に見え、極端に速ければ一瞬の現象に見える。したがって、生命

性の認識には、対象そのものだけでなく、観測者と対象の尺度関係が含まれている可能性があ

る。

2.2　分類と実在の区別

本稿は、国家、経済、情報、パターンなどを、宇宙に独立して存在する主体とはみなさな

い。それらは、人間の認知機能が複数の物理的変化をまとめ、再利用可能な意味として扱う際

に形成する概念である。実際に生じているのは、身体、物質、光、運動、接触などの変化と相

互作用である。

同様に、「光」や「重力」という名称と理論も人間による分類である。しかし、それらの

名称が指し示す移動や作用は、人間の認識以前にも生じていたと仮定される。したがって本稿

は、概念そのものの独立実在を否定しつつ、概念によって指示される出来事・移動・相互干渉

の実在を認める。この区別を、以下では「概念の非実体化」と呼ぶ。

3．宇宙尺度生命論の基本公理

3.1　公理A：宇宙的時間進行

宇宙には、個別の観測者の認識とは独立した時間的進行がある。

本稿では、宇宙全体の出来事が進行する基準を、形而上学的な宇宙時間 T として置く。こ

れは現段階で測定方法を与えられた物理量ではなく、異なる生命尺度を比較するための基準公
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理である。相対論的な時計の差を否定するものではなく、各時計が示す局所時間を、宇宙時間

上で異なる速度を持つ局所的活動として解釈する余地を開く。

したがって、「生命ごとに別の時間が存在する」というより、同じ宇宙的進行の上で、各

存在の特徴的変化周期が異なると表現する。人間の百年、地球の数十億年、光の伝播は、別宇

宙の時間ではなく、同じ出来事履歴に含まれる異なる活動尺度である。

3.2　公理B：生命と存在の同延性

実在し、宇宙時間の中で移動または状態変化し、他の実在に作用し、作用されるも

のは生命である。

この公理において、生命は存在の下位分類ではない。生命とは、存在が時間の中で現れる

基本様式である。そのため、「存在するものはすべて生きている」という結論は定義の失敗で

はなく、生命概念の役割を分類語から存在論的基礎語へ変更した結果である。地球生物学が扱

う生物は、宇宙的生命の一形態、すなわち化学的・細胞的・進化的な局所生命として位置づけ

られる。

3.3　公理C：全体と局所形態

宇宙全体は一つの生命的活動であり、個々の存在は、その内部に生じる局所的な生

命形態である。

人間は宇宙から切り離された物体ではない。物質、熱、光、重力的作用などを介して周囲

と連続的に干渉し、構成要素を交換している。同様に、地球、恒星、光も、宇宙外部に独立し

て存在するのではなく、宇宙内部の局所的変化として現れる。本稿では、全体と部分の双方を

生命として扱う。これは、細胞が生命でありながら、多細胞個体も生命であるという入れ子構

造を宇宙規模へ拡張する考え方である。

ただし、人間を地球の「遺伝子」や「細胞」と表現することは現段階では比喩であり、地

球が生物学的遺伝機構を持つと主張するものではない。重要なのは、下位尺度の局所活動が、

上位尺度の全体的変化の構成要素となりうるという構造である。

3.4　公理D：普遍的意識

すべての実在には、その実在固有の意識的側面がある。

自己の意識は本人に直接与えられるが、他者の意識は直接見ることができない。哲学にお

ける「他我問題」は、自分の心への直接的接近と、他者の心への間接的接近との非対称性を

扱ってきた（Avramides, 2023）。人間は、他人の言語、身体、行為などを通じて意識を推定

するにすぎない。
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この事実は、すべての存在に意識があることを論理的に証明しない。本稿は、普遍的意識

を経験的結論ではなく、形而上学的公理として導入する。意識を人間的な思考、記憶、感情、

自己言及に限定せず、「存在が自身に生じる変化と相互干渉を、その存在固有の形式で経験す

る内的側面」と最小定義する。

異なる形態の意識は互いに直接翻訳できない可能性がある。人間が地球、光、原子の意識

を人間的な意識として確認できないことは、それらの意識の不在を確定しない。ただし、確認

不可能性を実在の証明として用いることもできない。この公理は、後の研究がどのような相互

作用を意識の間接的徴候として扱いうるかを問うための出発点である。

3.5　公理E：死は局所形態の解体である

本稿では、宇宙規模の完全な死を想定しない。人間が死ぬとき、物質や作用可能性が無へ

消えるのではなく、人間という局所形態に統合されていた意識と相互干渉のまとまりが解体す

る。構成要素は別の相互作用へ移行する。したがって死とは、生命そのものの消滅ではなく、

特定の尺度における意識形態・活動形態の終了である。
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4．尺度差モデル

4.1　尺度を構成する変数

宇宙尺度生命論を研究枠組みへ進めるためには、「大きい」「長い」「速い」といった直

感を複数の変数へ分解する必要がある。本稿では、対象 E に対して以下の暫定変数を置く。

記号 名称 暫定的意味

L_E 空間尺度
対象が一つの局所形態として作用

する代表的な広がり

τ_E 特徴的変化周期
対象に固有の変化・応答・循環が

一巡する代表時間

D_E 形態持続時間
対象が同一の局所形態として存続

する時間

R_E 干渉範囲
対象の作用が他の存在へ及ぶ代表

的範囲

δ_E 応答遅延
作用を受けてから外部変化が現れ

るまでの代表時間

これらは確定した測定量ではなく、観測対象ごとに操作的定義を作るための枠である。特

に、どの周期を τ_E とするかは対象により異なる。人間には心拍、睡眠、代謝、世代など複数

の周期があり、地球にも自転、公転、大気循環、地質循環、磁場変動など複数の周期がある。

そのため一つの対象は単一の尺度ではなく、階層的な周期群を持つ。

4.2　観測者と対象の尺度差

観測者 O と対象 E の時間尺度差を、次の無次元量で暫定的に表す。

S_t(E,O) = log10(τ_E / τ_O)

S_t がゼロに近いとき、対象の特徴的変化は観測者の活動周期に近く、成長や応答として

認識されやすい。S_t が大きく正なら対象はほぼ静止して見え、大きく負なら一瞬の通過やノ

イズとして見える。同様に空間尺度差を、次のように置く。

S_l(E,O) = log10(L_E / L_O)
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本稿の中心的研究仮説は、観測者が対象を「生命らしい」と認識する確率が、 |S_t| および 

|S_l| の増大に伴って低下するというものである。これは生命そのものが観測者に依存するとい

う主張ではない。生命の認識可能性が尺度関係に依存するという主張である。

4.3　周期数による寿命の比較

異なる尺度の生命を年数だけで比較すると、人間と惑星の差は極端に見える。そこで、形

態持続時間 D_E を特徴的周期 τ_E で割った内在的周期数を置く。

N_E = D_E / τ_E

N_E は、その形態が存続する間に固有周期を何回経験するかを表す。どの周期を採用する

かにより値は変わるため、単一の「真の寿命指数」ではない。しかし、人間年をそのまま宇宙

へ投影するのではなく、対象自身の変化周期に相対化して寿命を比較する方法を与える。

この観点では、地球の寿命は構成物質が消滅するまでの時間ではない。地球固有の相互干

渉群、たとえば内部熱、大気・海洋循環、磁場、軌道的関係などが、地球という局所形態を維

持する期間として再定義される。地球の「死」は物質の消失ではなく、地球としての活動形態

が別形態へ移行する出来事である。

5．光・惑星・宇宙活動への応用可能性

5.1　光を生命として見る

光は、人間の尺度では非常に高速に移動し、物体のような長期的境界を示さない。このた

め通常の生命像から最も遠い。しかし本稿の定義では、光が宇宙時間の中で移動し、物質に作

用し、吸収・散乱・変換などを通して作用されるなら、生命的活動の条件を満たす。

ただし、「光が別の生命尺度にあるから光速で移動する」という文だけでは、光速の数値

や不変性を説明したことにはならない。本稿が提示できるのは、光を「無生物の信号」ではな

く、伝播そのものを主要な活動様式とする生命形態として研究する視点である。

今後の仮説として、生命的活動には、局所形態を維持する「持続優位」の活動と、空間を

通じて作用を伝える「伝播優位」の活動があり、光は後者の極限に近いと考えることができ

る。しかし、この区別を物理理論にするためには、活動量、内部維持、伝播速度を独立に測る

方法が必要であり、現段階では概念的示唆にとどまる。



宇宙尺度における生命概念の再構成（草稿 v0.1）

8

5.2　惑星の寿命と意識

惑星は、人間の時間尺度ではほぼ不動の背景に見える。しかし、形成、冷却、分化、火山

活動、地殻変動、大気変化、軌道変化を含む長期的過程を持つ。これらを地球の特徴的周期に

対して観測すれば、人間の文明史は一瞬の局所変化となる。

本稿は、地球の意識を人間的な統一人格として想定しない。地球固有の意識があるなら、

それは地球規模の変化を地球固有の形式で経験する内的側面であり、人間がその経験を直接確

認することはできない。人類は、地球という局所形態の内部で短期的に発生した活動単位であ

り、上位尺度の一回の変化を構成する可能性がある。

5.3　宇宙全体

宇宙全体を一つの生命と置くと、宇宙膨張、構造形成、星の誕生と消滅、光と物質の相互

作用は、一つの生命活動内部の状態変化として記述できる。この見方は現行宇宙論の数式を置

き換えるものではなく、それらが記述する出来事に対して別の存在論的意味を与える。

宇宙の外部を観測できない以上、宇宙生命の誕生、外部環境、完全な死を地球生命と同じ

形式で定義することはできない。宇宙は、既知のすべてを含む最大の生命尺度であるため、そ

の意識や寿命の研究は、内部の局所変化から間接的に構成されなければならない。

6．先行思想との位置関係

本節の目的は、本稿と既存思想の優劣を比較することではなく、本稿の提案がどの論点を

継承し、どこを異なる形で組み直すかを明確にすることである。

6.1　物活論・キャヴェンディッシュ

物活論は、物質や自然全体を生きたものとして捉える思想の系譜である。マーガレット・

キャヴェンディッシュは、自然のすべての物質が程度の差はあれ生きており、生命の原理を運

動として捉えた（Marshall, n.d.）。本稿は、生命を運動・相互干渉に結びつける点で近い

が、物質に限定せず、光などの伝播的現象を含め、観測者との尺度差を研究軸として導入す

る。

6.2　プロセス哲学

ホワイトヘッドに代表されるプロセス哲学は、固定された物体よりも出来事、生成、関係

を現実の基礎として重視する。プロセス哲学の汎経験論では、経験が単純な実在にまで連続的

に広がる一方、人間的意識は複雑な組織化に関係すると考えられる（Hustwit, n.d.）。本稿
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も存在を変化する活動として扱うが、すべての存在を明示的に生命と呼び、尺度差による認識

の失敗を中心問題とする。

6.3　汎心論・宇宙心論

汎心論は心的性質を自然の基礎へ広げ、宇宙心論は宇宙全体の意識を存在論的基礎として

扱う。Shani（2015）は、原子的な汎心論に対する全体論的選択肢として宇宙心論を提示し

た。本稿は宇宙全体と局所意識の階層を認める点で近いが、意識だけでなく生命を存在と同延

の概念として置き、情報やパターンを独立実在として採用しない。

6.4　本稿の独自な組合せ

本稿の独自性は、万物の生命性や意識性という個別命題そのものより、次の要素を一つの

研究枠組みに統合する点にある。

・生命を存在の一分類から、時間内での実在様式へ変更する。

・宇宙全体と局所生命を入れ子状の同一活動として扱う。

・他者意識への直接接近不可能性を、異尺度意識を排除しない原則へ拡張する。

・情報、国家、パターンなどの概念を独立実体として扱わず、実際の移動と作用へ還元す
る。

・観測者と対象の空間・時間尺度差を数値化し、生命認識の限界を研究課題へ変換する。

7．想定される反論と応答

7.1　「すべてが生命なら生命という語は空虚である」

この反論は、生命を分類語としてのみ理解する場合には妥当である。本稿は生命の役割を

変更し、存在が時間内で作用するという基本状態を表す存在論的概念として使用する。地球生

物学的生命は、その中の局所的な実装型として区別される。したがって分類能力は「生命／非

生命」ではなく、「どの生命尺度・活動形態であるか」に移行する。

7.2　「すべての意識は検証不能である」

普遍的意識は、現段階では検証された経験科学の結論ではない。本稿はその点を隠さず、

形而上学的公理として明示する。研究上の課題は、意識そのものの直接観測ではなく、異なる

尺度における自律的応答、履歴依存性、状態維持、相互作用の一貫性などを、意識の間接的徴

候として扱えるかを検討することである。
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7.3　「尺度差だけでは光速や寿命を説明できない」

その通りである。尺度差モデルは、光速の数値を導出する物理理論ではなく、なぜ光を生

命研究から先験的に排除しないのかを示す認識論的枠組みである。惑星寿命についても、既存

の天体物理学的予測を置き換えるのではなく、「何を形態の死と呼ぶか」を再定義する。物理

的説明と存在論的再記述は区別されなければならない。

7.4　「宇宙時間は測定できない」

本稿の宇宙時間 T は、現時点では操作的物理量ではない。絶対時間を持つ新物理理論を主

張するには、相対論と異なる検証可能な予測が必要になる。本稿では、異尺度の活動を一つの

出来事履歴上で比較するための形而上学的パラメータとしてのみ用いる。この地位を超える主

張は今後の研究課題である。

7.5　「反証できないため科学ではない」

本稿全体は完成した経験科学理論ではなく、哲学的枠組みと研究プログラムである。その

価値は、直ちに単一実験で反証できることより、従来は生命候補とされなかった対象につい

て、尺度に応じた観測設計と比較変数を提案することにある。個別の派生仮説は、観測手順と

予測を具体化した時点で経験的評価を受ける。

8．研究プログラム

8.1　尺度不一致仮説

観測者と対象の特徴的時間・空間尺度の差が大きいほど、対象は生命として認識さ

れにくい。

この仮説は、S_t および S_l と、人間が対象へ付与する生命性判断との関係を、心理学

的・認知科学的に検討できる。加速・減速映像や時間圧縮された地質現象を用いて、同一現象

に対する生命性判断が時間表示によって変化するかを調べることができる。これは宇宙的生命

の実在を直接証明しないが、生命認識が尺度表示に依存することを検証する。

8.2　異尺度応答探索

対象を人間時間で待つのではなく、対象に固有と推定される τ_E に合わせて観測期間とサ

ンプリング間隔を設計する。惑星、大気、磁場、恒星活動などについて、長期的な入力と応答

の関係、履歴依存性、周期の変化を調査する。既存データを生命の証拠として読み替えるので

はなく、どの特徴が単純な外力応答を超える研究対象となりうるかを定義する必要がある。
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8.3　内在的寿命比較

生物、惑星、恒星などについて、複数候補の τ_E と D_E を整理し、N_E の分布を比較す

る。生物学には、体サイズと代謝率・寿命の間に尺度関係があることが知られているが、その

関係は分類群や条件によって単純ではない（West, Brown, & Enquist, 1997; Speakman, 

2005）。本稿はこの知見を宇宙へ直接外挿せず、「絶対年数ではなく固有周期数で寿命を比較

する」という方法論的示唆として利用する。

8.4　伝播優位／持続優位仮説

光のように伝播が主要な現れとなる対象と、惑星のように局所形態の持続が主要な現れと

なる対象を、生命活動の異なる極として比較する。将来的には、作用の伝播、内部相互作用、

形態維持の割合を操作的に定義できるかを検討する。この仮説は現時点では定量化されておら

ず、光速の理由を説明するものではない。

8.5　意識研究への含意

他者意識が原理的に直接観測できないなら、意識研究は人間に似た報告能力だけに依存で

きない。異尺度生命における意識を研究するには、対象自身の尺度での状態差、自己への作用

の返還、履歴依存的応答などを候補指標として検討する必要がある。ただし、これらの指標を

意識と同一視することは避け、あくまで間接的徴候として扱う。

9．限界

第一に、本稿は宇宙的生命や普遍的意識の実在を経験的に証明していない。第二に、何を

一つの局所生命として区切るかという個体化問題は未解決である。第三に、宇宙時間 T は操作

的定義を持たず、物理学上の絶対時間として成立するかは示されていない。第四に、尺度変数 

τ_E や L_E の選択は対象依存であり、恣意性を抑える方法が必要である。第五に、光の速度や

惑星の寿命に関する議論は再解釈と研究課題であり、現行物理学を超える予測をまだ与えてい

ない。

これらの限界は、本稿を否定するというより、その現在の地位を定める。本稿は「宇宙は

確実に人間と同じ意味で意識を持つ」と断言する完成理論ではなく、生命・意識・寿命を宇宙

尺度で問い直すための概念的研究プログラムである。

10．結論

本稿は、生命を地球上の化学的生物の特徴によって閉じるのではなく、宇宙時間の中で移

動し、変化し、相互干渉する実在の基本様式として再構成した。宇宙全体を一つの生命的活動
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と捉え、人間、惑星、恒星、光を異なる尺度における局所生命とみなした。また、自分の意識

と他者の意識への接近の非対称性から、すべての実在が固有の意識的側面を持つ可能性を公理

として導入した。

この枠組みの中心的貢献は、生命性の認識が観測者と対象の尺度関係に依存するという見

方である。人間より極端に遅い活動は静止物として、極端に速い活動は一瞬の現象として現れ

うる。尺度差モデルは、これらを直ちに生命と証明するものではないが、未知の生命候補を人

間的速度や形態から排除しないための研究上のレンズを提供する。

したがって本稿の目的は、現在の科学を一つの新理論で置換することではない。既存科学

が記述する現象を、異なる存在論的視点から見直し、惑星、光、宇宙規模の活動を生命研究の

問いへ接続することである。今後、この枠組みから操作的な尺度定義、観測手順、比較可能な

指標が導かれるなら、地球生命とは異なる時間と空間を持つ生命形態の研究へ発展する可能性

がある。
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今後の研究課題

本稿は公開草稿として、宇宙尺度生命論の基本構想と研究課題を提示するものである。査

読論文へ発展させるには、（1）先行研究の体系的レビュー、（2）「実在」「移動」「相互干

渉」「局所形態」「意識」の定義精密化、（3）尺度指標の操作化、（4）少なくとも一つの具

体的事例研究、（5）宇宙時間を採用する理由と相対論との関係の限定、が必要である。特

に、光速の由来を説明したという表現は避け、本枠組みが新しい問いを生成する段階であるこ

とを明示する必要がある。
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